
コンピュータの処理能力の向上と

周辺技術の発達により，これまでは

夢だと考えられていたことが次々と

現実のものとなり，私たちの生活も

便利になりました。今もその可能性

を探りビジネスチャンスにつなげよ

うとしている人たちが数多くおりま

す。先日も，テレビを見ておりまし

たら「こんなことを実用化して何に

使えるのだろうか」と凡人の頭では

疑問に思えることを実用化するため

の研究を放映しておりました。こう

いったことの積み重ねにより世の中

が便利に，発展していくのだろうな

と妙に感心してしまいました。

今月の特集は「情報化技術」です

が，編集を担当するにあたり，まず

頭に浮かんだのは「IT 土工の事例

を集めようか」ということでした。

それは，身近に運用例があったため

でしたが，具体的に報文候補を探す

過程で，情報化技術は土工事だけに

使われているのではなく，コンピュ

ータと計測・通信技術を使用した施

工はすべて該当するのではないかと

いうことに思い至り，編集方針を転

換いたしました。

これからは労働力不足が深刻化

し，また，大量の熟練技能者の定年

退職による技術力の低下も問題とな

りつつあります。

特集にも，施工の効率化，品質の

確保，安全の向上に寄与した事例を

挙げておりますが，これからもいろ

いろなアイデアを出して，あらゆる

方面で情報化技術の活用を進めてい

かなければならないと思います。

本特集が今後の業務を進める上で

の参考になれば幸いです。

終わりにあたりまして，ご多用中

にもかかわらず報文を執筆していた

だきました皆様方に心より感謝いた

します。

（松本・庄中）
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編 集 後 記

12 月号「ロボット・無人化施工特集」予告
・水中バックホウを利用した水中作業の無人化に関する取り組み
・遠隔操作ロボット（ロボQ）の今後の展開
・建設ロボット概説
・地雷除去機のロボット化と普及による国際貢献
・外壁タイル診断ロボットの開発と導入事例
・ 4足歩行型法面作業ロボット TITAN XI
・超高層構造物の解体工法　スカイクラッシャー工法
・災害復旧におけるロボット技術
・情報化施工に基づく無人化施工の実施について―無人情報化施工システムの完成―
・Tri Dog1 による釜石湾口防波堤の観測―AUVを使用した水中構造物（ケーソン）の観測―
・ニューマチックケーソン工法の無人化施工技術
・ダムコンクリート打設自動化システム
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